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がんゲノム医療におけるチームアプローチと遺伝カウンセリング 

講座情報 

 がん領域においては、分子レベルでのがんの発生機序の解明と共に、分子標的薬や免疫チェックポイント阻害薬の開

発が急速に進んでいる。遺伝子バリアントに基づいて診断・治療を行うゲノム医療の実装化が進み、個別化医療が推進

され、コンパニオン診断やがん遺伝子パネル検査が保険医療として実施されるようになった。 

ゲノム情報の活用では、その意味や意義を理解した上で意思決定していくことが大切であり、ゲノム医療を担う多職種

の人材育成が急務とされている。また、遺伝に関わる情報が潜在することから、その不変性、予測性、共有性といった特

徴に関する情報提供や、支援体制の充実が不可欠である。がんゲノム医療におけるチームアプローチと遺伝カウンセリ

ングの現状と課題について述べる。 

 

《学習到達目標》 

・がんゲノム医療および遺伝性腫瘍の診療の現状と課題について理解する。 

・特に、がんゲノム医療の発展におけるチームアプローチと遺伝カウンセリングについて、多職種の果たす役割を考える

ことができる。 

講演者情報 

武田 祐子 

慶應義塾大学看護医療学部 学部長/大学院健康マネジメント研究科 教授 

 

プロフィール 

千葉大学看護学部看護学科を 1981 年に卒業後、国立がんセンター 看護師、千葉大学看護学部の助手として勤務。東

京医科歯科大学大学院医学系研究科に 1994 年入学、2000 年に博士後期課程を修了した（博士（看護学））。 

2001 年に慶應義塾大学看護医療学部助教授として就任し、2005 年より同大学看護医療学部/大学院健康ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究

科教授として現在に至る。2019 年 10 月より看護医療学部長。大学院では遺伝看護専門看護師の育成に携わる。2019

年より日本遺伝看護学会理事長。 

また、1995年より家族性大腸腺腫症の患者・家族を対象とした遺伝相談を開始し、2002年より慶應義塾大学病院臨床遺

伝学センター外来スタッフ（看護師）として現在に至る。 
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